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飛行機が見えるスポーツと憩いの広場

富山県空港スポーツ緑地

レポーター :瀬川佳吾さん (高岡短期大学専攻課)
(表紙の人)

、

企心和ませる“せせうぎ広場"

富
山
空
港
の
滑
走
路
に
沿
っ
て
南
北
に
細
長
く
伸
び
る

富
山
県
空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
は
、

飛
行
機
の
見
え
る
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
し
て
お
勧
め
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

十
三

・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
地
内
に
は
、
四
百
メ
ー
ト

ル
六
レ
ー
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
持
つ
陸
上
競
技
場
や
、
六
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
全
天
候
型
で
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
私
は
さ
っ
そ
く
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
コ
ー
ト
へ
。
体
を
動
か
す
の
は
久

し
、ぶ
り
で
し
た
が
、

爽
や
か
な
秋
風
に
吹
か
れ
て
の
テ
ニ

ス
は
最
高
で、

今
度
は
友
達
を
誘
っ
て
来
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
な
お
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
夜
九
時
ま
で
利
用
で
き

る
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
で
も
十
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
以
外
に
も
、
緑
地
内
に
は
人

工
の
小
川
、
か
流
れ
る

ρ

せ
せ
ら
ぎ
広
場
H

や
、
広
大
な
芝

企フィールド内では、サッ力ーやラクトビーもできます。

4迫力あるジ、工ツト音を

間近で

v広大芯芝生と遊具の広場

生
が
広
が
る

H

芝
生
広
場
H

、
遊
具
が
置
か
れ
た

H

わ
ん

ぱ
く
広
場
が
な
ど
、
水
と
緑
の
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
芯
か
で
も
人
気
な
の
が

N

展
望
広
場
H

。

こ
こ
か
ら
は
、
空
港
を
離
発
着
す
る
飛
行
機
を
す
ぐ
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
、

休
日
と
も
芯
る
と
多
く
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
う
そ
う
で
す
。
ま
た
、
舗
装
さ
れ
た
道
が
緑
地

内
を
一
周
し
て
い
て
、
散
策
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
も
最
適
で

す
。ス

ポ
ー
ツ
の
秋
も
い
よ
い
よ
本
番
!
皆
さ
ん
も
富
山
県

空
港
ス
ポ
ー
ツ

緑
地
で
、
ス
ポ

ー
ツ
に
、
遊
び

に
、
爽
や
か
な

汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
?

午
前

9
時

i
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後

5
時

(テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
日

・祝
日

を
除
き
午
後
9
時
ま
で
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火
曜
日

(祝
日
を
除
く
て

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
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運
動
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要
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開
園
時
間

休

園

巴

「人
の
後
ろ
を
走
る
の
が
嫌
い
な
私
の
性
格
が
よ

く
出
た
レ

l
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」
と
振
り
返

る
の
は
、
八
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ハ
イ

の
陸
上
競
技
で
、
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
と
八
百
メ
ー

ト
ル
の

二
種
目
を
制
覇
し
た
龍
谷
富
山
高
校
三
年
の

佐
々
木
麗
奈
さ
ん
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
走
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
佐
々

木
さ
ん
は
、
中
学
で
迷
わ
ず
陸
上
部
に
入
部
。
三
年

の
と
き
に
は
八
百
メ
ー
ト
ル
で
全
国
中
学
生
の
頂
点

に
立
ち
ま
す
。
今
回
の
京
都
イ
ン
タ
ハ
イ
で
も
優
勝

候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
過
去
に
出
場
し

た
二
回
の
イ
ン
タ
ハ
イ
で
は
決
勝

に
残
れ
な
か
っ
た
こ
と
也
あ
り
、

不
安
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
「で

も
、
レ

l
ス
前
に
先
生
(
井
上
陸

上
部
監
督
)
が
『
お
前
が

一
番
速

い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

自
信
を
持
っ
て
レ
l
ス
に
臨
む
と

と
が
で
き
ま
し
た
」
。
レ
l
ス
で

は
、
負
け
ず
嫌
い
の
彼
女
ら
し
く
、

最
後
ま
で
先
頭
を
譲
る
乙
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
タ
イ
ム
に

は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
り

あ
え
ず
自
分
に
課
し
た
最
低
限
の

仕
事
が
で
き
た
の
で
、
ホ

ッ
と
し

て
い
ま
す
」
。

こ
の
た
び

の
二
種
目
制

覇
は
、
も
ち

ろ
ん
毎
日
の

厳
し
い
練
習

の
た
ま
も
の
。

し
か
し
、
佐
々

木
さ
ん
は
練

習
が
き
っ
く
て
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は

一
度
も

な
い
と
言
い
ま
す
。
「
走
る
こ
と
は
自
分
を
表
現
で
き

る

一
番
の
手
段
な
ん
で
す
。
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
す
る
た
め
の
練
習
で
す
か
ら
苦
に
は
な
り
ま
せ

ん
ね
」
。

今
後
の
目
標
は
、
日
本
記
録
保
持
者
と
し
て
名
前

を
残
す
こ
と
。
「
高
校
在
学
中
に
記
録
を
更
新
し
、
将

来
、
自
分
で
そ
れ
を
塗
り
替
え
て
い
け
れ
ば
最
高
で

す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
短
距
離
も
長
距
離
も
こ
な
せ
る

ア
ス
リ
ー
ト
に
な
る
の
が
夢
な
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と

欲
張
り
で
す
け
ど
:・
」
と
に
っ
こ
り
。

陸
上
以
外
に
好
き
な
の
は
読
書
。
「
特
に
詩
集
は
よ

く
読
み
ま
す
。
短
い
文
な
の
に
何
か
が
伝
わ
っ
て
く

る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
ね
」
と
、
グ

J

フ
ウ
ン
ド
に
い

る
と
き
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的

に
物
静
か
な

一
面
を
見
せ
る
佐
々
木
さ
ん
。
い
つ
の

日
か
、
世
界
を
舞
台
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

ゴ
l
ル
を
駆
け
抜
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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太
古
の
口
マ

思
い
を
馳
せ
て ン

!こ

恐
竜
足
跡
化
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

咽圏E-霊盟理署璽liII陸惨

Uターンフェア・イン・とやま

第35回富山県戦没者追悼式

ジャパン・ワイルドライフ・フェスティバル'97

(~24 日)

恐竜足跡化石ミステリーツアー (~26 日)

第15回北方領土返還要求富山県大会

富山県民福祉推進会議設立会議

平成9年度富山県総合防災訓練

とやまマルチメディア祭'97(-7日)

障害者雇用促進大会

ボランティア活動推進富山県民会議設立

富山県民ボランティア総合支援センター設置

8月14日

8月15日

8月21日

8月2日

8月23日

9月1日

9月3日

9月5日

2 

野
生
生
物
の
曽
み
に
感
動
し
た
園
田
闇

ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
町

【

8
月
包
日
i
白
日
】

大
山
町
の
林
道
斜
面
で
発
見
さ
れ
た
恐

竜
足
跡
化
石
群
の
現
地
説
明
会
が
、
「
恐
竜

足
跡
化
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
l
」
と
し
て
、

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
化
石
群
が
平
成
七
年
七
月

に
発
見
さ
れ
て
以
来
初
め
て
の

一
般
公
開

と
な
る
も
の
で
、
期
間
中
は
親
子
連
れ
や

恐
竜
フ
ァ
ン
な
ど
約

一
千
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
向大
山
町
総
合
体
育
セ
ン
タ

ー
前
で

行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
飯
幸
夫
大
山
町

長
が
「
恐
竜
足
跡
化
石
に
太
古
の
ロ
マ
ン

を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
保

存
方
法
に
つ
い
て
も
考
え
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ

。
現
地
に
到
着
し
た
参

加
者
た
ち
は
、
金
子

一
夫
立
山
博
物
館
主

任
と
後
藤
道
治
富
山
市
科
学
文
化
セ
ン
タ

ー
主
任
学
芸
員

の
説
明
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、

白
い
マ

l
ク
が

付
け
ら
れ
た
足

跡
化
石
を
熱
心

に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

約
四
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
斜

面
に
竜
脚
類
、

獣
脚
類
な
ど
の
恐
竜
足
跡
化
石
が
散
在
す

る
同
地
は
、
足
跡
化
石
の
数
、
面
積
と
も

に
国
内
最
大
級
。
ま
た
、
先
頃
、

こ
れ
ら
の
う
ち
小
型
の
足
跡
に

つ
い
て
は
、
新
属
新
種
の
小
型

恐
竜
の
も
の
と
す
る
説
も
発
表

さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目
を

集
め
る
と
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
保
存
上
の
必
要
性

か
ら
、
化
石
の
所
在
地
区
名
は
、

そ
の
保
存
措
置
が
完
了
し
た
後

に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

9月9日

{
8
月
引
E
3
M
日】

心じ生万イ 大十式 二 ンれわ羽に 三 年 バ
をて物四ト期き人で作の、れ仁 一 百 か 同ル世
深、の千会聞なのは品毘グま進般五らフ ;??界
め白貴人場中拍ボ、を虫ラし氏公十隔エケ 二
て然重がをは子ラフ表たンたの開 三 年スが大

、がンエ彰ちプ 。動 。作でテ、野
ま保な来含高送テス 。 リ最物ま品開 ィ八生
し護映場り岡らイテ引才を終セたの催パ雪生
たへ像 。 市れアイミギ獲日ミ 、応さル 一 物
。のを野約、まにパ杭リ得にナ妻募れは十映
開通生 二 黒し対ルきスしは l 憎がて、 一 像

部たしを行)た授、りあい野日祭
市 。 、支わ」「賞 U のりる生かの

令えれをエ式 N 元まも生 Eー

サ 場たた含イが E 世しの物ァつ
テ か百閉むリ行 p 界たでの十に
ラ ら四会十アわ 記 。 、映回数

白録期 三 像日ぇ
連保間回をまら
環持中目通てれ
境者はをじ申て
計、やそ迎て邑 い
画干のえ自由る
)でなた然巴「
の Yか今保 5。ジ
世クか回護三ャ
界 二 らはの、、パ
環 Yグ、意 Zン
境 1ラ世識竺
写ヲン界を うワ
真 Jプ 二 高 1イ
展佐リ十めムル
な日ノ九て高ド
どとJミかも f守ラ

翌ネ国ら l』イ
多竺 1 かお~~ 7 
彩てトらう lr
な帥作過とよ:フ
催 25品去、竿エ
し 思 を 最 平?ス
も張中高成 ζ テ
行司心の五 九イ

企イルカへの思いを語った

ジャック ・マイヨール氏

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
が
創
る

新
時
代
を
体
感

最
新
の
情
報
機
器
の
展
一小

や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
を
図

り
、
地
域
の
情
報
化
を
進
め

る
た
め
「
と
や
ま
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
祭

W
」
が
九
月
五
日

か
ら
九
月
七
日
ま
で
、
県
内

三
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
市
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
同
祭
実
行
委
員
長
の
中

沖
知
事
が
、
「
多
く
の
方
々
に
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
を
心

と
体
で
実
感
し
て
も
ら
い
、

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の

地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
関
係
者
ら
が
テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
開
催
を
祝
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教

室
」
で
は
、
松
倉

小
学
校
(
魚
津
市
)

や
平
中
学
校
な
ど

の
児
童

・
生
徒
た
ち
が
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
中
沖
知
事

と
対
話
。
知
事
は
子
ど
也
た
ち
の
素
朴
な
質
問
に
終
始
に
こ
や
か
に
答
え

て
い
ま
し
た
。

期
間
中
、
同
セ
ン
タ
刊
で
は
、
最
新
の
情
報
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
展
示

ブ

l
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
休
験
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
終
日
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、

富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
や
富
山
高
度
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
訪
れ
た
人
々
は
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
可
能

性
に
触
れ
、

二
十

一
世
紀
の
情
報
新
時
代
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

と
や
ま
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
切

【

9
月
5
日
i
7
日】

企実際にふれて体感

企知事と小学生たちがテレビで和やかに対話

3 



《特集》

「
県
民
自
身
が
街
"つ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
基
本
的
認
識
の
も
と
、
「
緑
」
を
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
と
し
た
ま

ち
"つ
く
り
を
進
め
る
。

緑
は
、
「
緑
花
に
包
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
街
」
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
」
「
高
齢
者
・
障
害
者
に
も
障
壁
の
な
い
街
」
を
表
す
。

ま
た
、
住
民
の
意
見
を
ま
ち
“つ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
新

た
に
「
2
0
0
X
年
ま
ち
“つ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
、
県
民
各

層
の
幅
広
い
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

{
A
C
T
-
}
 

緑
に
包
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち

邑当伝説回調関
が蝦えるプロクラb.案決定~

都
市
機
能
を
発
達
さ
せ
な
が
ら
も
、
森
の
よ
う
な
深
い
緑
の
中

で
人
と
自
然
が
共
生
す
る

ま
ち

m

つ
く
り
を
進
め
る
。

そ
こ
で
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
誰
も
が
緑
に
親

し
み
、
緑
を
広
め
、
緑
の

中
に
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で

占
C
又
V

。

V
木
の
実
銀
行
の
設
立

子
ど
も
た
ち
等
が
拾
っ

て
き
た
木
の
実
を
集
め

(
預
金
)
、
苗
木
に
育
て

た
う
え
で
県
民
に
配
布

し

(
利
子
支
払
)
、
街

中
に
植
樹

し
て
も
ら

、「ノ
。ま

た
、
県
民
か
ら
預

託
金
と
と
も
に
樹
木
を

預
か
っ
て
育
て
、
預
託

期
間
が
過
ぎ
れ
ば
返

却
。
寄
付
を
希
望
す
る

場
合
は
、
県
民
の
ネ
ー

ム
プ
レ

ー
ト
入
り
で
緑

化
事
業
に
活
用
す
る
。

V
緑
の
帯
・
緑
の
円

樹
高
が
高
く
て
枝
が

横
に
広
が
る
木
を
街
路

樹
に
用
い
、
両
側
か
ら

道
路
上
に
か
ぶ
さ
る
よ

う
に
し
て
、
道
路
を
緑
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
す
る
。

ま
た
、
広
い
交
差
点
の
真
ん
中
に
大
木
に
な
る
木
を

一
本
だ
け

植
え
、
そ
の
周
り
に
円
(
サ
ー
ク
ル
)
を
つ
く
る
。
サ
ー
ク
ル
は

信
号
交
差
点
に
比
べ
て
事
故
が
少
な
く
、
街
の
顔
に
も
な
り
う
る
。

さ
ら
に
、
全
て
の
主
要
道
に
お
い
て
緑
の
ベ
ル
ト
が
途
切
れ
な

い
よ
う
街
路
樹
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

v"ク
リ
ー
ン
リ
ン
グ

街
の
外
縁
を
雑
木
林
の
「
環
状
緑
地
」
で
取
り
囲
み
、
障
壁
の

な
い
(
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
)
遊
歩
道
を
設
け
る
。

将
来
的
に
は
、
緑
地
帯
の
外
側
に
大
型
駐
車
場
を
設
け
、
内
側

に
は
原
則
車
両
乗
り
入
れ
禁
止
と
し
、
通
勤
な
ど
叫

「パ
l
ク
・

ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
」
方
式
に
す
る
。

V
緑
の
マ
ン
パ
ワ
l

落
ち
葉
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、

ィ
ア
を
養
成
す
る
。

堆
肥
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ

4 

21世紀初頭のビジ‘ョンを県民自うが思い描き、力を合わ

せて実行に移していとうという r200X年県民が燃えるプ

ログラムj事業が始まって3年目を迎えました。

初年度(平成ア年度)は提案募集により県民の夢や関心の

所在を探り、 2年目かうは寄せ5れた提案をもとに、 26名

の民間人かうなる f200X年県民が燃えるプログラム委員

会」によってプログラム案の策定作業が進め5れてきまし

た。そして、ここに3つのプログラム案が決定。今後は、

とれらを県民の皆さんに提案し、意見を反映させながう最

終的なプログラムにしていきます。

基
本
は
か
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
“

こ
の
た
び
決
定
し
た
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
母
体
は
、
人
が

活
発
に
動
き
、
交
流
し
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と

い
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
ド
と
や
ま
構
想
」
。
つ
ま
り
、

富
山
を
舞
台
に
し
た
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
最
も

重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
案
の
概
略
を
紹
介
し
ま
し
ょ

、っ
。

V
緑
の
探
検
隊

住
民
が
街
中
の
緑
の
良
い
所
を
見
て
回
り
、
表
彰
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
。
親
子
で
参
加
す
れ
ば
、
緑
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
が

次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
。

【

A
C
T
2】

快
適
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
雑
居
的
な
市
街
地
、
看
板
が

乱
立
す
る
大
通
り
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
ま
ち
に
住
み
た
い
と

望
ん
で
は
い
な
い
。

快
適
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、
住
民
が
主

体
的
に
ま
ち

w

つ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

V
美
観
重
視
の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り

住
民
自
ら
が
ま
ち
の
顔
を
つ
く
る
。
例
え
ば
、
街
の
色
を
決
め

た
り
、
通
り
に
面
し
た
壁
面
を
レ
ン
ガ
調
に
統
-
す
る
な
ど
、
美

観
を
重
視
し
た
個
性
的
な
ま
ち
い
つ
く
り
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
ま
ち
の
緑
化
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
電
柱
の
地

中
化
を
推
進
す
る
。

V
く
つ
ろ
ぎ
ベ
イ
ブ
メ
ン
ト
(
森
の
歩
道
)

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て

歩
き
、
談
笑
し
、
く
つ
ろ

げ
る
、
界
隈
性
の
あ
る
歩

道
を
つ
く
る
。

歩
道
の
真
ん
中
に
樹
木

を
植
え
、
広
場
に
は
大
き

な
樹
木
で
緑
の
天
井
を
形

成
。
歩
道
の
あ
ち
こ
ち
に

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
置
け

ば
、
屋
外
の
交
流
ス
ペ
ー

ス
と
な
る
。

向

t
y
L
E

5 



昌当闘志国珂侭
が燃えるブロク.ラム案決定~

V
空
缶
ご
み
ポ
イ
捨
て
の
無
い
ま
ち

歩
道
や
公
園
に
お
酒
落
な
「
空
き
缶
ポ
ス
ト
」
を
設
置
。
空
き

缶
を
入
れ
る
と

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
が
回
り
、
当
た
れ
ば
景
品
、
が
も

ら
え
る
な
ど
の
仕
掛
け
に
す
る
。

V
夜
間
活
動
環
境
の
整
備

町
の
中
心
部
の
商
庖
街
等
に
、
午
後
三
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で

開
屈
す
る
な
ど
の
都
市
時
間
を
導
入
し
、
学
校
や
仕
事
の
後
で
も

気
軽
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に

併
せ
て
、
公
共
交
通
機
関
の
幹
線
ル

l
ト
は
少
な
く
と
も
午
前

一

時
ま
で
の
運
行
を
.要
請
し
て
い
く
。

【

A
C
T
3】

高
齢
者
・
障
害
者
に
も
障
壁
の
な
い

(バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
)
ま
ち

豊
か
な
福
祉
の
心
の
醸
成
に
は
息
の
長
い
取
組
み
が
必
要
だ
が
、

ま
ず
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち

m

つ
く
り
か
ら
始

め
た
い
。

V

『
い
い
と
こ
探
検
隊
』
の
実
施

県
民
が
障
害
者
の
生
活
を
疑
似
体
験
す
る
探
検
隊
を
編
成
し
、

自
宅
↓
銀
行
↓
美
術
館
↓
デ
パ

ー
ト
な
ど
の

コ
l
ス
を
探
検
す
る
。

探
検
隊
は
、
街
中
の

υ
い
い
と
こ
ろ
μ

を
捜
し
出
し
、
「
い
い
と
こ

マ
l
ク
」
を
貼
っ

た
り
、

冊
子
や
体

験
談
交
換
会
を
通

じ
て
県
民
に
周
知

し
て
い
く
。

200X年
寄の火祭。
(フzス200X)

県
民
か
ら
の
提
案
募
集
で
は
、
県
内
の
娯
楽
環
境
や
都
市
的
な

賑
わ
い
不
足
へ
の
不
満
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
「
明
る
さ
」
「
色
彩
」
「
祭
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

人
々
を
燃
え
さ
せ
る
火
祭
り
を
、
富
山
駅
北
ブ

l
ル
バ

l
ル
地
区

を
中
心
に
展
開
。
そ
の
第
一
回
を

1
9
9
9
年

η
月
引
日
深
夜
か

ら
催
し
、
併
せ
て

2
0
0
0
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
。

こ
の
祭
り
は
、

2
0
0
0
年

以
降
も
継
続
し
、
大
晦
日
に
テ

レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い
て
い
た
県

民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革

を
促
す
ロ

V
た
い
ま
つ
パ
レ
ー
ド

ブ
l
ル
パ

l
ル

一
帯
を
歩
行

者
天
国
と
し
、
「
火
」
を
テ

ー

マ
と
し
た
パ
レ
ー
ド
を
行
う
。

パ
レ

ー
ド
に
は
、
瓦
十
人
か
ら

二
百
人
程
度
の
団
体
が
二
十
ほ

ど
参
加
。
模
擬
た
い
ま
つ
を
手

に
、
思
い
思
い
の
衣
装
、
音
楽
、

踊
り
で
パ
レ

ー
ド
す
る
。

ま
た
、
沿
道
に
集
ま
る
観
衆

が
審
査
員
と
な
り
、
優
秀
な
団

体
を
選
考
、
表
彰
す
る
。

県民活動
燃える
ーーシ

「
県
民
活
動
」
と
は
、
自
発
的
で
、
社
会
に
貢
献
す
る
無
償
の
活

動
を
い
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
こ
う
し

た
活
動
が
広
く
県
民
に
浸
透
し
て
い
く
た
め
に
は
、
初
心
者
が
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
自
然
な
形
で
活
動
に
加
わ
っ
て
い
け
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
活
動
の
場
や
情
報
の
提
供
、

l
ト
業
務
な
ど
を
総
合
的
に
行

う
場
(
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)
を
整

備
す
る
。

相
談
・
コ

l
デ
ィ
ネ

V
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
自
由
な

活
用原

則
と
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
利
用
団
体
の
登
録
な
ど
は

せ

ず
、
自
由
な
交
流
ス
ペ

ー
ス
と

し
て
利
用
し
て
も
ら
う
。

ま
た
、
託
児
施
設
や
、
希
望

団
体
が
無
料
で
利
用
で
き
る
メ

ー
ル
ボ

ッ
ク
ス
、
活
動
発
表
が

で
き
る
展
示
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を

設
け
る
ほ
か
、
印
刷
機
材
の
無

料
貸
与
な
ど
、
チ
ラ
シ
等
の
作

成
に
つ
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

6 

V
人
と
人
を
つ
恕
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
設
置
し
、
団
体

・
個

人
間
の
連
携
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
初
心
者
や

入
門
者
が
気
軽
に
相
談

で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
。

V
情
報
を
共
有

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等

に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
を
家
庭
で
見
ら

れ
る

よ

う
に

す

る
ほ

か
、
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
強

化
し
、
国
内
外
の
住
民
活
動
情
報
を
集
積
し
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
充

実
す
る
。

V
自
ら
の
手
で
運
営

行
政
と
県
民
の
協
力
体
制
を
と
る
が
、
行
政
は

施
設
の
管
理
な
ど
最
低
限
の
関
与
に
と
ど
め
、
運

営
は
県
民
各
層
か
ら
な
る
無
償
参
加
の
運
営
委
員

が
中
心
と
な
る
。
昼
間
に
活

動
で
き
る
主
婦
層
、
夜
間
に

活
動
で
き
る
勤
労
者
層
な
ど

が
、
分
担
し
て
運
営
に
携
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

V
立
地
場
所
・
運
営
時
間

買
い
物
や
通
勤
等
の
つ
い

で
に
入
り
や
す
い
駅
や
大
型

シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
な

ど
に
設
置
し
、
二
十
四
時
間
開
い
て
い
る

コ
ン
ビ

ニ
型
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
。

V
火
の
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト

富
岩
運
河
環
水
公
園
横
の
多
目
的
広
場
に
、
巨

大
な
た
い
ま
つ
を
設
置
。
た
い
ま
つ
へ
の
点
火
は
、

運
河
を
パ

l
ク
内
に
遡
上
し
て
く
る
船
か
ら
引
き

継
い
だ
火
に
よ
っ
て
行
う
。

V
ザ
ブ
イ
ベ
ン
ト

ラ
ス
ト
イ
ヤ

i
コ
ン
サ
ー
ト

県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
オ
ー
バ

ー
ド
・
ホ

ー
ル
に
集
合
し
、
年
の
暮
れ
を
締
め
く
く
る

コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
若
者
に
人
気

の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
も
招
暢
す
る
。

冬
の
曇
天
に
星
を
浮
か
べ
る
j
星
に
願
い
を
j

駅
北
地
区
の
ピ
ル
の
屋
上
か
ら
レ

ー
ザ
ー
光
線
で
夜
空
の
雲
に

星
を
浮
か
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
星
に
は
、
色
や
大
き
さ
で
意
昧
を

持
た
せ
、
占
い
的
な
要
素
の
強
い
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
。

2
0
0
0
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

新
年
が
近
づ
く
と
、
多
目
的
広
場
に
設
置
さ
れ
た
大
時
計
の
前

で
、
詰
め
か
け
た
観
衆
の
声
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
開
始
。

フ
ァ
イ
ア

l
ワ
l
ク
ス

新
年
の
到
来
と
と
も
に
、
環
水
公
園
の
中
か
ら
北
陸

初
の
冬
の
大
花
火
が
打
ち
上
が
り
、
祭
典
を
華
や
か
に

締
め
く
く
る
。

さ
て
、
以
上
が
「
2
0
0
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
案
の
概
要
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
で
は
、
こ

れ
5
の
案
に
対
す
る
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
詳
し
い
内
容
が
知
り
た

い
」
「
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
な
る
の
で
は
?
」
な
ど
何

で
も
結
構
で
す
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

2
0
0
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
事
務
局

〒
9
3
0
1
8
0

県
庁
計
画
課
内

8
0
7
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4
1
判

1
9
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9
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メ
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m
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※

「
2
0
0
X
年

県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事
業
の
内

容
や
、
県
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
等
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ

l
ム
ぺ

l
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

3
5
rと
さ
さ
さ
・
雪
。
=
o
v
R
凶ヨ
ω・官
¥ω
。
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¥
4
0
4
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O
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《
福
岡
町
の
概
要
》
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す
げ

小
矢
部
川
流
域
で
栽
培
さ
れ
た
菅
で
つ
く
る
菅
笠
は
、
全
国
シ
ェ
ア

九
十
パ
ー
セ
ン
ト
。
ま
た
、
鑑
賞
用
や
食
用
の
鯉
の
養
殖
が
盛
ん
で
、

特
産
の
「
鯉
の
新
巷
」
、
鯉
エ
キ
ス
ド

υン
ク
「
鯉
胆

(り
た
ん
こ
も

好
評
。

「
水
み
ど
り
新
し
い
風
キ
ラ
ッ
と
福
田
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
ま
た
、
一
部
供
用
中
の
能

越
自
動
車
道
は
、
福
岡
町
の
産
業
、
経
済
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

感
あ
ふ
れ
る
元
気
な
太
鼓

大
滝
地
区
の
村
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
結
成
十
年
目
を
迎
え
る
の
が
、
源
太
良
太

鼓
保
存
会
だ
。

「
名
称
は
、
地
区
内
に
流
れ
、
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
源
太
良
川
に
由
来
し
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
会

長
の
浦
野
康
徳
さ
ん
。
同
会
で
は
、
古
く
か
ら
こ
の
地
に
伝
わ
る
源
太
良
太
鼓
の
継
承
や
創
作
和
太
鼓
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は

H

源
太
良
流
れ
太
鼓
μ

や
H

花
車
u

な
ど
六
曲
。
「
ス
ピ
ー
ド
感
あ

ふ
れ
る
リ
ズ
ム
と
、
体
を
大
き
く
動
か
し
な
が
ら
の
演
奏
が
特
長
で
す
」
。

最
初
は
「
子
ど
も
太
鼓
」
だ
け
だ
っ
た
が
、
四
年
目
に
は
子
ど
も
達
の
お
母
さ
ん
を
中
心
に
練
習
を
開

始
。
今
で
は
子
ど
も
太
鼓
、
大
人
太
鼓
と
も
に
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
引

っ
張
り
だ
こ
だ
。
ま
た
、
昨
年
五
月
に
は
、

町
と
友
好
関
係
に
あ
る
遼
寧
省
遼
陽
県
を
訪
問
し
た
。
「大

水
害
に
見
舞
わ
れ
た
人
々
を
太
鼓
で
励
ま
す
た
め
の
訪
中

で
し
た
。
熱
烈
な
歓
迎
と
渦
か
い
拍
手
が
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
浦
野
さ
ん
は
微
笑
む
。

近
年
の
少
子
化
等
で
、
結
成
当
時
に
比
べ
て
子
ど
も
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
は
半
減
し
て
お
り
、
浦
野

さ
ん
た
ち
は
対
策
に
知
恵
を
絞

っ
て
い
る
。
「
地
区
内
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

是
非
と
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
み
十
分
の
浦
野
さ
ん
。
同
会
の
熱
心
な
取
組
み

に
よ
り
、
源
太
良
太
鼓
の
鼓
動
が
町
中
に
響
き
わ
た
る
、
そ
ん
な
日
が
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
こ
と
だ

し
た
大
衆
演
芸

好
者
中
山
黙
笑
さ
ん

短
歌
や
俳
骨
と
い
っ
た
短
詩
型
文
学
の
仲
間
に
、

「
前
句
」
と
い
う
大
衆
文
芸
が
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
出

題
さ
れ
た
句
に
答
え
る
か
た
ち
で
作
品
を
完
成
さ
せ
る

も
の
で
、
三
百
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。

A衣裳に身を包み悶々と諒みあげる (富山県前句大会)

「
例
え
ば
、

『山
が
あ

っ

た
り
谷
が

あ
っ
た
り
』
(
七

・
七
)
と
い
う
出
題
句
が
あ
れ

ば
、
対
応
す
る
上
の
句
(
五
・
七

・
五
)
を
考
え

れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。
平
易
な
言
葉
で
、
現
実
を

ト
AF

素
直
に
詠
む
こ
と
が
大
切
で
す
ね
」
と
語
る
の
は
、

福
岡
町
前
句
連
合
会
会
長
の
中
山
黙
笑
さ
ん
。
中

山
さ
ん
は
、
十
八
年
前
か
ら
、
町
内
外
で
前
句
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
「
町
内
に
は
現
在
約

百
名
の
愛
好
者
が
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
多
数

で
前
句
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
こ
こ

だ
け
な
ん
で
す
よ
」
。

去
る
八
月
十
日
に
は
、
富
山
県
民
芸
術
文
化
祭

の

一
環
と
し
て
、
同
町
で
「
第

一
回
富
山
県
前
句

大
会
」
を
開
催
。
「
応
募
作
品
の
成
績
発
表
だ
け

で
な
く
、
前
句
を
楽
し
む
農
民
の
様
子
を
芝
居
で

も
楽
し
め
る
内
容
に
し
ま
し
た
。
会
場
は
大
い
に

再
現
す
る
な
ど
、
前
句
を
知
ら
な
い
人
に

沸
き
ま
し
た
ね
」
と
中
山
さ
ん
は
微
笑
む
。

さ
て
、
回
目
頭
の
出
題
句
は
同
大
会
で
の
も

の
。
多
く
の
秀
作
が
寄
せ
ら
れ
た
中
で
、

「
結
ぼ
れ
て
泣
い
て
笑
っ
て
五
十
年
」
が
町

長
賞
を
獲
得
し
た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
作

風
が
身
上
の
前
句
。
興
昧
の
あ
る
方
は
挑

戦
し
て
み
て
は
い
か
が
や
た
ろ
う
。

中山黙笑さんA 企芝居を支えてユーモラスに前句を紹介

げ

ん

た

ら

源
太
良
太
鼓
保
存
会

企勇ましくもかわいい子ども太鼓

企浦野康徳さん

ずつ、っ
。

企石田伸也さん

の
拠
点
が

福
岡
町
総
合
町
民

セ
ン
タ
ー

(U
ホ

l
ル
)

文
化
、
生
涯
学
習
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
、
七
月
十

日
、
町
役
場
隣
に
オ

ー
プ
ン
し
た
の
が
福

岡
町
総
合
町
民
セ
ン

タ
ー
(
愛
称
一

U
ホ

『

t
'
ν
J

V-
』。

J

，、

4
J

「
U
ホ
l
ル
の

U
に
は
、

H

遊
μ

び
空
間
、

H

友
d

と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
そ
し
て

H

あ
な
た
H

の
ホ

l
ル
で
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と
語

る
の
は
、
館
長
の
石
田
伸
也
さ
ん
。
同
ホ

1
ル
は
、

2
0

0
0年
と
や
ま
国
体
卓
球
会
場
と
な
る
ア
リ
ー
ナ
、

座
席

数
三
百
の
文
化
ホ
l
ル
、
閃
書
館
の
三
つ
を
メ
イ
ン
施
設

に
、
フ

ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
ホ

l
ル
、
研
修
室

な
ど
を
加
え
た
複
合
施
設
。
特
に
人
気
な
の
は
フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム
で
、
取
材
に
訪
れ
た
こ
の
日
も
、
平
日
に
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
汗
を
流
し
て
い
た
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
彩
な
機
能
を
備
え
た
施
設
な
ら
で

は
の
相
乗
効
果
が
出
て
い
る
。
「
ジ
ム
の
利
用
者
が
図
書

館
に
も
立
ち
寄
る
た
め
か
、
図
書
館
の
利
用
者
数
が
、
昨
年
同
時
期
の
三
倍
を
記
録
し
て
い

ま
す
」
と
石
田
さ
ん
は

を
細
め
る
。

1 1 

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ

・
学
習
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
様
々
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る

U
ホ
l
ル
。

「
今
後
は
、
町
民
が
自
ら
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
に

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
新
た
な
文

化
が
創
造
さ
れ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
石
田
さ

ん
。
気
軽
に
足
を
運
べ
る
施
設
だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
ま
す
ま

す
多
彩
な
活
動
や
交
流
が
進
ん
で
い
く
に
違
い
な
い
。

-
ロ月
7
日

富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
「
古
典
芸
能
の
祭
典
」
開
催



ホ、ランティアの輸を広けるために

富山大学理学部教授

小松美英子

今
年
の
夏
、
県
主
催
の
日
本
海
学
講
座
が
新
湊
の
海
王

丸
パ

i
ク
で
開
催
さ
れ
、
私
は
「
海
の
生
物
教
室
め
ず

ら
し
い
海
の
生
き
物
た
ち
」
の
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
こ

の
教
室
は
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
め
る
講
座
の

一
つ
で
、

約
三
十
名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
海
の
動
物
は
主
に

氷
見
海
岸
で
採
れ
た
ウ
ニ
、
ヒ
ト
デ
、
ヤ
ド
カ
リ
、
ア
メ

ブ
ラ
シ
、
ゴ
カ
イ
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
。
教
室
は
十

時
か
ら
の
予
定
で
し
た
が
、
参
加
者
の
集
ま
り
が
早
く
定

刻
を
待
た
ず
に
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
時
間
を
過
ぎ

て
も
室
内
で
放
映
し
た
鮫
の
ビ
デ
オ
の
前
や
野
外
の
タ

ッ

チ
ン
グ
プ

l
ル
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
子
供
達
が
い
ま

し
た
。
あ
る
六
歳
ぐ
ら
い
の
女
の
子
は

0

ア
ー
ル
の
中
で
ス

カ
ー
ト
が
海
水
で
濡
れ
る
こ
と
も
気
に
せ
ず
、
棲
管
か
ら

出
た
ケ
ヤ
リ
ム
シ
(
ミ
ミ
ズ
や
ゴ
カ
イ
の
仲
間
で
、
体
の

直
径
が
約

一
セ
ン
チ
、
長
さ
が

て
セ
ン
チ
の
海
に
住
む
動

物
で
、
普
通
自
分
で
作
っ
た
棲
管
と
い
う
チ
ュ
ー
ブ
に
入

っ
て
い
る
)
を
手
の
ひ
ら
に
の
せ
て
飽
き
る
こ
と
な
く
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
子
の
母
親
は
、
お
嬢
さ
ん
が
動
物

ボランティア活動推進富山県民会議設立 。。。
富山県民ボランティア総合支援センター設置

()()() 

今回、ボランティア活動への関心の高まりは奮しく、阪相・淡路大震災やロシア船籍タンカーの

重油流出災害を契機に、その重要性が改めて認識されています。
ボランティア活動には、災害毅据や福祉の分野のほか、芸術文化、環境・自然保護、国際交流、

青少年育成、生涯学習など様々な分野がありますが、 ID¥豊かでふれあいのある地蛾社会を実現する

エネルギー源として、これらの自発的な社会活動への期待は大きなものがあります。
このようななか、ボランティア活動の一層の普及と推進を図るため、 fボランティア活動推進富

山県民会議jが設立され、乙の県民会議のもとに総合的に支援事業を実施する「富山県民ボランテ

ィア総合支援センターjが設置されました。
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合
的
な
情
報
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談
・
普
及
啓
発

ボランティア活動推進富山県民会議
県内のボランティア活動関係団体・機関の代表者等により結

成されました。ボランティア活動の普及啓発や構成団体相互の

連携 ・情報交換を通じて、県民総ボランティアの輪を広げてい

きます。

富山県民ボランティア総合麦援センター
いろいろな活動分野のボランテ ィア団体・グループ等のネッ

トワークの形成とその交流を支援する事業や、ボランティア情

報収集提供事業、ボランティアに関する研修や人材育成事業、

ボランティア活動の普及啓発事業などを行っていきます。

ボランティア活動のネットワーク構想

県

参加↓j情報相談・普及啓発

民

」 -t/
企関係団体が一堂に会したボランティア活動推進富山県民会議設立会議

ボランティア活動推進富山県民会議の設立会議が9月

9日、富山県民会館で関係 50団体の代表者等が出席し

て行われ、総合麦援センターの設置を盛り込んだ規約が

決められた後、会長に谷正雄青少年育成富山県民会議会

長が選ばれました。

続いて行われた総合支援センターの第 1回理事会で

は、 9年度事業計画等が承認され、同センター理事長に

谷氏が就任。県社会福祉会館五階に設けられたセンター

事務所の入口に、翼新しい看板が掲げられました。

E
a
 

A
S咽
』支

A
l
lI
l
l
i
-
-
-
-

富山県民ボランティア総合麦援センター

富山市舟橋南町5雷 14号

富山県社会福祉会館内

宮 0764(32)2987

FAX 0764 ( 3 2 ) 2 988 

など

↑支握

行政(県・市町村)

支援・協力参画↑ t，情報

ボランティア推進協力機関・団体

-福ネ止分野ボランティアネットワーク

・国際交流協力分野 。
・環境自然保護分野 ij 

-県社会福祉協議会

.とやま国際センター

・とやま環境財団 など

問合せ
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薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
薬
草
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
通
り
「
秋
の
薬
草
に
親
し
む
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日

時

叩

月

μ
日
倒

午

前
9
時
釦
八
万
j
午
後
3
時
叩
分

場
所
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

(上
市
町
広
野
)

※
当
日
は
よ
市
駅
か
ら
9
時
市
分
発
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行

|…

内
容
・
薬
用
酒
の
作
り
方
と
用
い
方

・
半
耐
寒
性
ハ
ー
ブ
の
育
て
方
ほ
か

携
帯
品
筆
記
用
具
、
昼
食

応
募
方
法
前
日
ま
で
電
話
で
申
込
み

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

ロ
月
4
日
か
う
ほ
月
7
固
ま
で
富
山
県
民
会
館
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

…
応
募
・
問
合
せ

で
開
催
す
る
第
旧
国
富
山
県
ウ
ィ
メ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
女
性
美
…
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

術
展
へ
の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

…

2
0
7
6
4
1
花

1
0
8
0
1

資

格

県

内

在

住

(出
身
)
の
初

i

歳歳
以
上
の
女
性

日
、
'
'
1
、
¥
‘
、
?

.

1

ふい、~~

部

門

①
日
本
画

②
洋
画

③
彫
刻

④
工

i;古;
⑤
富書

…

お

知

ら

せ

"二以灼守以賠山知川昨与与
e

い区h丸
小
終
山
欝
巡

応
募
方
法
作
品
に
申
込
書
(
サ
ン
フ
オ
ル
些
テ
ア
て
、
県
庁
女
性
青
少
年
課
圃

l|l|li|||t1jiliJ十1tli|

抱
月
1
日
に
富
山
県
民
会
館

…
園

す

ま

い

ア

ッ

プ

セ

ン

タ

ー

住

宅

相

談

所

開

設

県
で
は
、
富
山
市
と
高
岡
市
に
あ
る
県
の
バ
リ
ア
フ
リ

l
モ
デ
ル

住
宅
を
「
す
ま
い
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
と

こ
で
は
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
設
計
・
施
工
な
ど
の
一
般
的

な
相
談
に
富
山
県
建
築
士
会
会
員
が
定
期
的
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
・
相
談
日

時

間
問
合
せ

富
山
県
ウ
ィ
メ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

女
性
美
術
展
作
晶
募
集

に
配
置
)
を
添
付
の
う
え
、

間
合
せ

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
で
持
参
。

側
富
山
県
女
性
財
団

8
0
7
6
4
1
犯

1
4
5
0
0

富
山
県
視
聴
覚
自
作
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
作
晶
募
集

生
涯
学
習
や
学
校
教
育
の
場
で
広
く
活
用
で
き
る
ビ
デ
オ
、
ス
ラ

イ
ド
等
の
視
聴
覚
自
作
教
材
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
作
品
の

一ア
l
マ
は
、
富
山
県
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
教
育
等
に
関
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
旬
月
1
日
明

i
ロ
月
幻
日
出

部

門

①
生
涯
学
習
・
社
会
教
青

②
学
校
教
育

作
品
時
間

5

1
叩
分

問
合
せ
富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ

ッ
ジ
映
像
セ
ン
タ
ー

包
0
7
6
4
1
犯

l
6
4
2
0

祭
礼
か

5
見
た
立
山
信
仰
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

.

日
時
什
月
2
日
目
午
後
2
時

場
所
立
山
博
物
館
教
算
坊

入
場
料
無
料

以
上
問
合
せ

立
山
博
物
館

8
0
7
6
4
l
引

1
1
2
1
6

現
代
日
本
美
術
の
動
勢
「
版
/
写
す
こ
と
/
の
試
み
」

県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
現
代
日
本
美
術
の
動
勢
展
と
し
て

「版
/
写
す
こ
と
/
の
試
み
」
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
写
す
と
と
で
新
し
い
表
現
を
め
ざ
し
て

い
る
9
人
の
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。
現
代
版
画
の
意
欲
的
な
作
品
の

数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会

期

叩

月

お

日

四
ま
で

観
覧
料
一
般
8
5
0
円
高
大
生
6
0
0
円

問
合
せ
県
立
近
代
美
術
館

合

0
7
6
4
1
引

1
7
1
1
1

小
中
生
3
5
0
円

「

E
の
夢
牧
場
ふ
れ
あ
い
フ
ヱ
ア
初
」
開
催

E
の
夢
牧
場
で
は
、
牧
歌
的
な
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
様
々

『
秋
の
薬
草
に
親
し
む
会
」

参
加
者
募
集

-
富
山
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
モ
デ
ル
住
宅

(富
山
市
月
岡
西

緑
町
)
↓
第
1
及
び
第
3
日
曜
日

-
高
岡
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
モ
デ
ル
住
宅

(高
岡
市
お
と
ぎ

の
森
公
園
内
)
↓
第
2
及
び
第
4
日
曜
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時
加
分

県
庁
建
築
住
宅
課

8
0
7
6
4
1
M
H
1
3
3
5
6
 

…
な
催
し
が
楽
し
め
る
「

E
の
夢
牧
場
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
引
」

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日

時

叩

月

5

日

制
午
前
9
時
i
午
後
3
時

会

場

丘

の

夢

牧

場

(婦
中
町
千
里
前
山
)

内

容
問
合
せ

を
開
催

木
炭
に
よ
る
ス
テ
ー
キ
、

焼
肉
コ
ー
ナ
ー

牛
肉
、

豚
肉
加
工
品
、

乳
製
品
等
販
売

フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト、

幌
馬
車
・
乗
馬
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

正
の
夢
牧
場
ふ
れ
あ
い
フ
工
ア

W
実
行
委
員
会

8
0
7
6
4
1
印

1
5
9
2
6

円、
ー

「
活
か
し
て
使
お
う
、
大
切
な
土
地
を
!
」

|
土
地
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

国
土
庁
で
は
本
年
度
か

5
m
月
1
日
を
「
土
地
の
日
」
と
定
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
旧
月
を
「
土
地
月
間
」
と
し
て
、
土
地
の

有
効
利
用
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

土
地
は
限
う
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。
適
正
か
つ
計
画
的
に
利
用

し
て
、
豊
か
で
住
み
や
す
い
ま
ち
"
つ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
県
庁
水
雪
土
地
対
策
課

8
0
7
6
4
1
糾

l
3
1
3
1

富山市新総由輪 1-7(県庁内)
合 (0764)31-3131 (県民相談電話)

FAX 44 -3300 (県開設)pツクス)
高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211 (総合庁舎内)

n(0766) 21 -941 1附
魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)

n(0765) 24 -531 1刊
砺j皮地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内)

宜主(0763)33 -5151 附
-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ
さい。 合(0120)16 -7400 (県庁県民生活課内)
・消費生活については
消費生活センター
富山市湊入船町 6-ア サンフォルテ内
〈一般相談は> n(0764) 32 -9233 
〈金融相談は> n(0764) 33 -3252 

消費生活センタ一高岡支所
高岡市本丸町 7-1本女l会館内 会(0766)25 -2777 
.交通事故については
富山県交通事故相談所東別館 1階
合 (0764)31 -41 1 1 内 4400
・サンフ才ルテ電話相談
あなたの生き方、家族や職場の悩みごとの相談は
まま(0764)32 -661 1 
・相談 110番
家庭問題悪質商法芯ど、どん芯相談にも応じます0

n(0764) 42 -01 10 
・シルバー 110番
高齢者や家族の心配己と、悩みごとに富山県高齢者総
合相談センター 合(0764)41-4110 
.よい子の電話相談
子育てに関して心配や'悩みにお答えします。
包 (0764)33 -4150 (県庁生涯学習室内)

-県政について
県民相談室

-テレビ広報
・チューリップテレヒ‘毎週日曜日 PM5: 1 5 ~ 5:30 

1/)¥るさとトーク」
・富山テレビ毎週日曜日 AM9:00 ~ 9:30 

1112万人のひろばークイズ/フォーカス・インJ
・北日本放送毎週日曜日 AM 1 1 :00 ~ 1 1 :30 

「とんにちは富山県です」
10/5 未来を築くパートナーシッブ
10/ 12 我がまちふるさと自慢 ~氷見市~
10/ 19 21世紀の住まいづくり
10/26 秋の昧覚を楽しもう

・北日本放送毎週土曜日 AM9:30 ~ 9:45 
県教育委員会 小さたよ手大きな目「あしたの家族j

・ラジオ放送
.FMとやま「ふれあいホットライン」

県内各地かうホットな話題をおとどけします。
毎週月~金曜日 AM9・50~ 9:55 

・新聞広報 「県からのお知らせ」
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

........................................................................................................................................................................................................................................................................ 
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第
m
嶋
田
富
山
県
勤
労
者
美
術
展
開
催

県
内
の
勤
労
者
の
皆
さ
ん
が
、
余
暇
時
聞
を
活
用
し
て
制
作
し
た

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
各
部
門
の
力
作
が
出

品
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
(
入
場
無
料
)
。

開
催
日
時
叩
月
幻
日
同

i
m
日
田

午
前
9
時
j
午
後
6
時

(お
日
は
4
時
)

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

県
庁
労
政
課
8
0
7
6
4
1
糾

1
3
2
5
6

会

場

問
合
せ

公
文
書
館
特
別
企
画
展

「
江
戸
期
の
越
中
文
化
」

開
催

江
戸
期
の
越
中
に
お
い
て
庶
民
の
闘
で
行
わ
れ
て
い
た
文
芸
・
娯

楽
(
俳
詣
や
茶
の
湯
、
草
相
撲
、
芝
居
、
祭
り
)
に
つ
い
て
、
古
文

書
な
ど
を
通
じ
て
探
り
ま
す
。

開
催
期
間
叩
月
7
日

ω
iロ
月
5
日
倒

土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
館

県
公
文
書
館
展
示
ホ
l

ル

県
公
文
書
館
包
0
7
6
4
1
M
l
4
0
5
0

場

所

間
合
せ立

山
博
物
館
催
し
案
内

-
特
別
企
画
展

『
カ
ミ
を
招
く
か
た
ち
立
山
・
現
代
に
生
き
る
マ
ン
ダ
ラ
」

「
山
」
の
か
た
ち
と
そ
の
精
神
性
に
着
目
し
、
山
に
お
け
る
ヨ
リ
シ

ロ
(
神
が
降
り
立
つ
場
)
・
ヨ
リ
マ
シ
(
神
の
意
を
伝
え
る
者
)
に
つ

い
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
用
い
て
解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代

か
う
伝
わ
る
芦
腕
寺
の
「
大
祭
」
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

会

期

什

月

3

日

刊
ま
で

場
所
立
山
樽
物
館
企
画
展
示
室

入
場
料
一
般
1
0
0
円
高
大
生
別
円
小
中
生
日
円

・
特
別
企
画
展
講
演
会
『
立
山
の
祭
礼
』

う
ば
そ
ん

立
山
信
仰
の
拠
点
と
怠
っ
た
声
峨
寺
で
は
、
「
描
尊
お
百
し
か
え
」

「
歳
餅
神
事
」
な
ど
の
祭
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
と
で
今
回
は
、

市
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
ま
だ
加
入
さ

れ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
す
み
や
か
に
加
入
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
県
庁
雇
用
保
険
課
8
0
7
6
4
1
判

1
4
5
5
4

ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

m月
は
L
P
ガ
ス
消
費
者
保
安
月
間
で
す
。

L
P
ガ
ス
は
、
私
た
ち
の
暮
5
し
に
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
つ
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
で
爆
発
や
火
災
な
ど
が
発
生
し

ま
す
。
取
う
扱
う
際
は
次
の
点
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

川
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
芯
い
。

ω
出
か
け
る
時
は
、
ガ
ス
栓
を
閉
め
る
。

ω
瞬
間
湯
沸
器
や
風
呂
釜
が
屋
内
に
あ
る
場
合
は
、
換
気
や
吸

排
気
に
注
意
す
る
。

九謹11月街頭献血日程 必

巴 曜日 献血場所 時間

2 日 細入村役場前 1 O:OO~ 14:00 

3 月 福野町園芸植物園 10:00~1600 

ア 金 氷見市役所前 1 2:30~ 16:00 

9 日 富山市中央通り 1 O:OO~ 16:30 

14 金 大沢野町役場前 1 2:30~ 16:00 I 

21 金 大山町役場前 1 2:30~ 16:00 

23 日 黒部ショッピングセンター 1 O:OO~ 16:00 

30 日 高岡サティ 1 O:OO~ 1 6:00 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ
ビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。マリエとやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日 (年
末年始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。
受付時間 全血献血 1O:OO~ 12:30 14・00~18 :00

成分献血 10 ・OO~1 2:00 1 4:00~ 17:30 
0マリ工献血ルーム (TEL0764-45-4500) 
血液センター (TEL0764-51-5555) 

15 
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遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
と
は
っ
・

-R「
先
生
の
言
葉
が
力

に
な
り
ま
し
た
」

と
、
イ
ン
タ

ハ
イ

二
冠
の
佐
々

木
さ
ん
。

僕
の
頭
に
は
、
と
っ
さ
に

ρ

師
弟
関
係
μ

と

い
う
言
葉
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
瀬
古
利

彦
と
故
中
村
監
督
、
鈴
木
博
美
と
小
出
監

督
:・
。
陸
上
の
世
界
で
は
師
弟
と
呼
べ
る

人
達
が
多
い
。

幾
分
古

い
響
き
を
持
っ
た
こ
の
言
葉
だ

が、

単
な
る
先
生
と
教
え
子
で
は
な
く
、

絶
大
な
る
信
頼
の
う
え
に
成
り
立

っ
た
関
係
だ
け
に
捧

げ
ら
れ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

(M
-
K
)

女
有
峰
湖
周
辺
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
湖
を
め
ぐ
る
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、

行
楽
地
と
し
て
人
気
の
あ
る
所
。
秋
は
紅
葉
を
楽
し
み

に
出
か
け
る
方
も
多
い
の
で
は
。
季
節
の
変
化
が
は

っ

き
り
し
て
い
る
年
は
紅
葉
が
き
れ
い
と
の
こ
と
。
今
年

は
ど
う
か
な
。
「
紅
葉
を
見
に
行
こ
う
よ

う
」
を
合
い
言

葉
に
ま
わ
り
の
方
を
誘
っ
て
み
よ
う
。

(M
・
I
)

*
一

時
は
十
数
名
に
ま
で
減
っ
た
前
句
愛
好
者
を
現
在

の
数
に
ま
で
増
や
し
た
中
山
さ
ん
。
そ
の
地
道
な
活
動

や
熱
意
に
は
、
心
か
ら
敬
服
す
る
。
前
句
は
、
元
禄
年

聞
に
全
国
で
流
行
。
歴
史
的
に
は
俳
句
や
川
柳
の
兄
貴

分
に
当
た
る
と
い
う
。
人
気
の
点
で
は
弟
た
ち
に
大
き

く
水
を
あ
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、

N

ほ
の
ぼ
の
あ
ん
ち

ゃ
ん
ρ

の
良
さ
が
見
直
さ
れ
る
時
が
き

っ
と
や

っ
て
く

る
と
信
じ
た

い
。

(Y

・
I
)

、
J

『
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
」

{

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
か
っ
・

と
は
、

、晶、

あ
る
生
物
か
ら
有
用
な
遺
伝
子
を
取
り
出
し
、
改
良
し
よ
う
と
す

d
る
生
物
に
導
入
す
る
こ
と
で
新
し
い
性
質
を
与
え
る
技
術
を
遺

伝
子
組
換
え
技
術
と
い
い
ま
す
。
「
遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
」
と
は
、

こ
の
技
術
を
用
い
て
作
り
出
し
た
農
作
物
の
こ
と
で
す
。
農
作
物
へ

の
遺
伝
子
組
換
え
技
術
の
利
用
は
、
新
品
種
の
開
発
や
世
界
の
食
料

問
題
等
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
園
内
で
流
通
し
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
で

開
発
さ
れ
た
大
一
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
五
種
類
、

十
五
品
目
。
こ
れ
ら
は
、
厚
生
省
、が
安
全
性
を
確
認
し
て
流
通
を
認

め
た
も
の
で
、
食
卓
に
の
ぼ
る
際
に
は
、
植
物
油
、
豆
腐
、
プ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
な
ど
に
な
り
ま
す
。

遺
伝
子
組
換
え
農
作
物
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「除
草
剤
の
影
響
を
受
け
な

い
大
豆
」
・
特
定
の
除
草
剤
の
影
響
を
受

け
な
く
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を
作
る
遺
伝
子
を
大
豆
に
組
み
込
ん
だ
も

の
。
除
草
剤
の
散
布
回
数
、
散
布
量
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

「害
虫
に
強

い
ジ
ャ

ガ
イ
モ
」

・・害
虫
の
天
敵
で
あ
る
微
生
物
か
ら
、

特
定
の
害
虫
の
み
に
効
果
が
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
を
つ
く
る
遺
伝
子
を

取
り
出
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
組
み
込
ん
だ
も
の
。
殺
虫
剤
の
散
布
回

数
、
散
布
量
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

一
方
、
消
費
者
の
闘
で
は
、
こ
れ
ら
の
農
作
物
の
安
全
性
へ
の
不
安

が
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
海
外
で
栽
培

・
商
品
化
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
園
内
で
流
通
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
関

係
省
庁
が
所
管
分
野
の
指
針
に
基
づ
い
て
、
従
来
種
と
同
等
で
あ
る

こ
と
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
選
択
の
判
断
材
料
と

し
て
、
表
示
の
義
務
づ
け
を
求
め
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
、

農
林
水
産
省
で
は
「
食
品
表
示
問
題
懇
談
会
遺
伝
子
組
換
え
食
品
部

会
」
を
設
け
、
表
示
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

〉 暮らしのイ
⑥六、 ‘(¥)ベ⑥ '@ノ、①

、ヲ~
晶
官民引

菜
作

積

書
理

/
j
v
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口困園田

写富

10真プ県山

月レ広
号ゼ報
係ン課
重示 k 

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

年
齢

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(日
)
2
7
7
7

(ロ)
n同
U
円
/」
円
ペ
U
門
ペ
U

、

ど
や

湖
百
に

え
ァ
C

放
乏
の
居
小
，
Z
A外

の

......._，... 

大
山
町
に
あ
る
有
峰
湖
は
、
常
願
寺
川
支
流
の
和
田
川
を
せ

き
止
め
て
造
ら
れ
た
県
内
最
大
の
ダ
ム
湖
で
あ
る
。
有
峰
ダ
ム

の
建
設
工
事
は
、
昭
和
十
二
年
に
着
工
口

一
時
戦
争
に
よ
る
中

断
が
あ
っ
た
が
二
十
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
昭
和
三
十
五
年

に
完
成
し
た
。
ダ
ム
湖
の
豊
富
な
水
は
、
水
力
発
電
に
利
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
常
願
寺
川
流
域
の
農
業
用
水
や
富
山
市
の
工

の
ど

業
用
水
、
市
民
の
喉
を
潤
す
飲
料
水
と
な
っ
て
い
る
口

湖
周
辺
に
生
い
茂
る
原
生
林
が
織
り
な
す
秋
の
紅
葉
は
格

別
。
い
ち
ば
ん
高
い
一
帯
に
は
ブ
ナ
林
、
そ
の
下
部
に
ミ
ズ
ナ

ラ
林
、
ト
チ
ノ
キ
林
が
広
が
り
、
そ
れ
ら
が
微
妙
に
ト
ー
ン
を

変
え
な
が
ら
辺
り
一
面
を
華
や
か
に
染
め
上
げ
て
い
く
。
ま
た

湖
面
近
く
の
西
岸
か
ら
南
岸
を
お
お
う
大
規
模
な
シ
ラ
カ
バ
林

が
、
紅
葉
の
中
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
添
え
る
。

さ
て
、
湖
一
帯
は
多
様
な
植
物
の
宝
庫
。
特
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
ク
ガ
イ
ソ
ウ
は
「
有
峰
の
三
名
花
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
昔
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
精
が
白
色
、
薄
紫

色
、
紅
色
の
着
物
を
ま
と
っ
た
美
女
に
姿
を
変
え
、
村
人
た
ち

の
祝
宴
の
席
に
現
れ
た
と
い
う
伝
説
も
残
っ
て
い
る
。

紅
葉
は
十
月
後
半
が
最
盛
期
。
鮮
や
か
な
紅
葉
と
紺
碧
の
湖
、

そ
の
バ
ッ

ク
に
は
新
雪
を
抱
い
た
薬
師
岳
。
美
し
い
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
。



県
広
報
と
や
ま

平
成
9
年

m月

富
山
市
新
総
曲
輪
1

7

富
山
県
企
画
部
広
報
課

企
画
発
行

-ゆたかさ実感・

まなびタウン
暮らしと住まいに関

するシンポジウムやコ

ンサー卜を開{雀。

'97スーパー37222うLE説会E[日]

八ヲヨコクフ%7'紛富山

-さわって体感・

たっちタウン
バリアフリー住宅の体

験工リアや、法律や税、

設計、リフォームなどの

相談コーナ一。

↑
'
H
 

印

画
山

J

m
7
 

市
刻
。

山
育
d
p

富

体

[

-安らぎ空間・

あれあいストリート
多彩な体験コーナーや、各種

販売コーナ一、飲食コーナー
-みながら発見・

みらいタウン
映像や企業展示など

を通じて 、 21世紀の

イ主まいづくりを 、見る、

ふれる、感じることが

できる展示ヱリア。

宮
引

'
3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

F
A
X
判

1
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス

-たのしさ発信・

すまいるタウン
公開生放送や落語、マ

ジックなど楽しいイベン

トカ九、 っぱし、。

[サブアリーナ}

富山産業展示館
[テクノホール]

-・・・・・・・・・・・函量信ヨl!i._ ___  _ 

住宅月間富山県イベン卜実行委員会事務局

(県庁建築住宅課内)ft0764 (44) 3359 

-たよって安心・

うるとらタウン
地震体験やはしご車の

体験乗車。ウルトラマン

ティガショーなど楽しい

アトラクションも用意。富山県消防学校
グラウンド

-聞いて納得・

なるほどタウン
住まいづくりについて楽し

みながら学べる多彩なセミナ

ーを開{雀。

印
刷

制
チ
ユ
|
工
ツ


